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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成28年12月28日(2016.12.28)

【公開番号】特開2016-49051(P2016-49051A)
【公開日】平成28年4月11日(2016.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2016-022
【出願番号】特願2014-176102(P2014-176102)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｇ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｇ    1/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月11日(2016.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　０．６～３．５ｍｇ／Ｌのオイゲノールを含有し、さらにｄ－リモネンを含有し、オイ
ゲノールの含有量（Ａ）に対するｄ－リモネンの含有量（Ｂ）の重量比（Ｂ／Ａ）が０．
０１～７５である、果実酒。
【請求項２】
　さらにクエン酸を含有し、クエン酸の含有量が６００～１００００ｍｇ／Ｌである、請
求項１に記載の果実酒。
【請求項３】
　ワインである、請求項１又は２に記載の果実酒。
【請求項４】
　加温されたホット飲料であるか、又は加温されてホット飲料として飲用されるものであ
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の果実酒。
【請求項５】
　アルコール度数が１～１５ｖ／ｖ％である、請求項１～４のいずれか１項に記載の果実
酒。
【請求項６】
　アニスアルデヒドを含まない、請求項１～５のいずれか１項に記載の果実酒。
【請求項７】
　果実酒が含有するオイゲノールの少なくとも一部が、クローブ及び／又はその抽出物に
由来することを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の果実酒。
【請求項８】
　果実酒の製造方法であって、当該果実酒中のオイゲノールの含有量を０．６～３．５ｍ
ｇ／Ｌに調整すること、およびオイゲノールの含有量（Ａ）に対するｄ－リモネンの含有
量（Ｂ）の重量比（Ｂ／Ａ）を０．０１～７５に調整することを含む、前記方法。
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